
ファイアウォールとNATに対するSun RPC
ALGサポート

ファイアウォールおよび NAT対応の Sun RPC ALGのサポート機能により、ファイアウォール
およびネットワークアドレス変換（NAT）における Sun Microsystems（Sun）リモートプロ
シージャコール（RPC）アプリケーションレベルゲートウェイ（ALG）のサポートが追加さ
れます。Sun RPCは、リモートサーバプログラム内の関数をクライアントプログラムが呼び
出すことができるようにするアプリケーション層プロトコルです。このモジュールでは、Sun
RPC ALGを設定する方法について説明します。

•ファイアウォールおよび NATの Sun RPC ALGサポートに関する制約事項（1ページ）
•ファイアウォールおよび NATの Sun RPC ALGサポートについて（2ページ）
•ファイアウォールおよび NATの Sun RPC ALGサポートの設定方法（3ページ）
•ファイアウォールと NATに対する Sun RPC ALGサポートの設定例（11ページ）
•ファイアウォールとNATに対する SunRPCALGサポートに関する追加情報（13ページ）
•ファイアウォールとNATに対する SunRPCALGサポートに関する機能情報（14ページ）

ファイアウォールおよび NATの Sun RPC ALGサポートに
関する制約事項

•レイヤ 4またはレイヤ 7クラスマップのインスペクションアクションを設定した場合、
ポートマッパープロトコルのウェルノウンポート（111）に一致するパケットはレイヤ 7
のインスペクションなしでファイアウォールを通過します。レイヤ7のインスペクション
がない場合、ファイアウォールピンホールはトラフィックフロー用に開放されず、Sun
リモートプロシージャコール（RPC）がファイアウォールによってブロックされます。
回避策として、Sun RPCプログラム番号に対応するmatch program-numberコマンドを設
定します。

•ポートマッパープロトコルバージョン 2のみがサポートされます。他のバージョンはサ
ポートされません。

• RPCバージョン 2のみサポートされます。

ファイアウォールと NATに対する Sun RPC ALGサポート
1



ファイアウォールおよび NATの Sun RPC ALGサポートに
ついて

アプリケーションレベルゲートウェイ

アプリケーションレベルゲートウェイ（ALG）は、アプリケーションレイヤゲートウェイと
も呼ばれ、アプリケーションパケットのペイロード内の IPアドレス情報を変換するアプリケー
ションです。ALGは、アプリケーションレイヤプロトコルを解釈し、ファイアウォールおよ
びネットワークアドレス変換（NAT）アクションを実行するために使用されます。これらの
アクションは、ファイアウォールおよび NATの設定に応じて次の 1つまたは複数のアクショ
ンになります。

•クライアントアプリケーションが、ダイナミック TCPまたはUDPポートを使用してサー
バアプリケーションと通信できるようにします。

•アプリケーション固有のコマンドを認識し、これらのコマンドに対するきめ細かいセキュ
リティ制御を提供します。

•データ交換を行う 2つのホスト間の複数のデータストリームまたはデータセッションを
同期します。

•アプリケーションペイロードで使用できるネットワーク層アドレス情報を変換します。

ファイアウォールがピンホールを開き、アプリケーションレイヤデータストリームの送信元

IPアドレスおよび宛先 IPアドレスを伝送しない TCPまたは UDPトラフィックに対する変換
サービスをNATが実行します。IPアドレス情報を埋め込む特定のプロトコルまたはアプリケー
ションには ALGのサポートが必要です。

Sun RPC
Sunリモートプロシージャコール（RPC）アプリケーションレベルゲートウェイ（ALG）は、
Sun RPCプロトコルのディープパケットインスペクションを実行します。Sun RPC ALGは、
管理者が一致フィルタを設定できるプロビジョニングシステムと連動します。一致フィルタは

それぞれ、SunRPCパケット内で検索される一致基準を定義し、それにより、基準に一致する
パケットのみ許可されます。

RPCでは、クライアントプログラムは、サーバプログラム内のプロシージャを呼び出します。
RPCライブラリは、プロシージャ引数をネットワークメッセージ内にパッケージ化し、その
メッセージをサーバに送信します。次にサーバは、RPCライブラリを使用して、ネットワーク
メッセージからプロシージャ引数を取り出し、指定されたサーバプロシージャを呼び出しま

す。サーバプロシージャが RPCに戻ると、戻り値がネットワークメッセージ内にパッケージ
化され、クライアントに送り返されます。

Sun RPCプロトコルの詳細については、RFC 1057、『RPC: Remote Procedure Call Protocol
Specification Version 2』を参照してください。
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ファイアウォール向けの Sun RPC ALGのサポート

ポリシーおよびクラスマップを使用して作成されるゾーンベースファイアウォールを使用し

て Sun RPC ALGを設定できます。レイヤ 7クラスマップを使用することで、ネットワーク管
理者は一致フィルタを設定できます。フィルタはSunRPCパケット内で検索されるプログラム
番号を指定します。Sun RPCレイヤ 7ポリシーマップは、service-policyコマンドを使用するレ
イヤ 4ポリシーマップの子ポリシーとして設定します。

レイヤ 7ファイアウォールポリシーを設定しないで Sun RPCレイヤ 4クラスマップを設定す
ると、Sun RPCトラフィックにより戻されるトラフィックはファイアウォールを通過します
が、セッションはレイヤ 7で検査されません。セッションが検査されないため、後続の RPC
コールはファイアウォールによってブロックされます。SunRPCレイヤ 4クラスマップおよび
レイヤ 7ポリシーを設定すると、レイヤ 7インスペクションが使用できるようになります。空
のレイヤ7ファイアウォールポリシー、つまり、一致フィルタが設定されていないポリシーを
設定できます。

NAT向けの Sun RPC ALGのサポート

デフォルトでは、ネットワークアドレス変換（NAT）が有効な場合、Sun RPC ALGは自動的
に有効になります。NATで Sun RPC ALGを無効にするには、no ip nat service algコマンドを
使用します。

ファイアウォールおよび NATの Sun RPC ALGサポートの
設定方法

ファイアウォールおよび NATが有効にされている場合に Sun RPCを動作させるには、ALGで
Sun RPCパケットを検査する必要があります。また ALGでは、ダイナミックファイアウォー
ルセッションの確立や NAT変換後のパケットコンテンツの修正など、Sun RPC固有の問題も
処理します。

Sun RPC ALG用のファイアウォールの設定
Sun RPCプロトコルの検査アクションを設定している場合（つまり、レイヤ 4クラスマップで
match protocol sunrpcコマンドを指定している場合）は、レイヤ 7 Sunリモートプロシージャ
コール（RPC）ポリシーマップを設定する必要があります。

セキュリティゾーンと検査ルールの両方を同じインターフェイス上で設定しないことを推奨し

ます。これは、このような設定は機能しない場合があるためです。

Sun RPC ALG対応のファイアウォールを設定するには、次の作業を実行します。

ファイアウォールポリシー用のレイヤ 4クラスマップの設定

ネットワークトラフィックを分類するためのレイヤ 4クラスマップを設定するには、この作
業を実行します。class-map type inspect コマンドで match-allキーワードを指定すると、クラ
スマップ内の（プログラム番号として指定された）すべてのSunリモートプロシージャコール
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（RPC）レイヤ 7フィルタに Sun RPCトラフィックがマッチします。class-map type inspect で
match-anyキーワードを指定すると、クラスマップ内の（プログラム番号として指定された）
少なくとも 1つの Sun RPCレイヤ 7フィルタに Sun RPCトラフィックがマッチする必要があ
ります。

レイヤ 4クラスマップを設定するには、class-map type inspect {match-any | match-all}
classm-map-nameコマンドを使用します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. class-map type inspect {match-any | match-all} class-map-name

4. match protocol protocol-name

5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

レイヤ 4検査タイプクラスマップを作成し、QoS
クラスマップコンフィギュレーションモードを開

始します。

class-map type inspect {match-any | match-all}
class-map-name

例：

ステップ 3

Device(config)# class-map type inspect match-any
sunrpc-l4-cmap

指定されたプロトコルに基づき、クラスマップの一

致基準を設定します。

match protocol protocol-name

例：

ステップ 4

Device(config-cmap)# match protocol sunrpc

QoSクラスマップコンフィギュレーションモード
を終了し、特権 EXECモードを開始します。

end

例：

ステップ 5

Device(config-cmap)# end

ファイアウォールポリシー用のレイヤ 7クラスマップの設定

ネットワークトラフィックを分類するためのレイヤ 7クラスマップを設定するには、この作
業を実行します。この設定により、Sun RPCを使用するmount（100005）、ネットワークファ
イルシステム（NFS）（100003）などのプログラムが使用可能になります。100005および
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100003は Sun RPCプログラムの番号です。デフォルトでは、Sun RPC ALGはすべてのプログ
ラムをブロックします。

Sun RPCプログラムおよびプログラム番号の詳細については、RFC 1057、『RPC: Remote
Procedure Call Protocol Specification Version 2』を参照してください。

レイヤ 7クラスマップを設定するには、class-map type inspect protocol-nameコマンドを使用し
ます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. class-map type inspect protocol-name {match-any | match-all} class-map-name

4. match program-number program-number

5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

レイヤ 7（アプリケーション固有）検査タイプクラ
スマップを作成し、QoSクラスマップコンフィギュ
レーションモードを開始します。

class-map type inspect protocol-name {match-any |
match-all} class-map-name

例：

ステップ 3

Device(config)# class-map type inspect sunrpc
match-any sunrpc-l7-cmap

許可する RPCプロトコルプログラム番号を一致基
準として指定します。

match program-number program-number

例：

ステップ 4

Device(config-cmap)# match program-number 100005

QoSクラスマップコンフィギュレーションモード
を終了し、特権 EXECモードを開始します。

end

例：

ステップ 5

Device(config-cmap)# end
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Sun RPCファイアウォールポリシーマップの設定

Sunリモートプロシージャコール（RPC）ファイアウォールポリシーマップを設定するには、
この作業を実行します。ポリシーマップを使用して、レイヤ 7ファイアウォールポリシーの
クラスマップで定義する Sun RPCレイヤ 7クラスごとにパケット転送を許可します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. policy-map type inspect protocol-name policy-map-name

4. class type inspect protocol-name class-map-name

5. allow
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

レイヤ 7（プロトコル固有）検査タイプポリシー
マップを作成し、QoSポリシーマップコンフィギュ
レーションモードを開始します。

policy-map type inspect protocol-name
policy-map-name

例：

ステップ 3

Device(config)# policy-map type inspect sunrpc
sunrpc-l7-pmap

アクションの実行対象となるトラフィッククラスを

指定し、QoSポリシーマップクラスコンフィギュ
レーションモードを開始します。

class type inspect protocol-name class-map-name

例：

Device(config-pmap)# class type inspect sunrpc
sunrpc-l7-cmap

ステップ 4

パケット転送を許可します。allow

例：

ステップ 5

Device(config-pmap-c)# allow

QoSポリシーマップクラスコンフィギュレーショ
ンモードを終了し、特権EXECモードに戻ります。

end

例：

ステップ 6

Device(config-pmap-c)# end
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レイヤ 7ポリシーマップをレイヤ 4ポリシーマップにアタッチする

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. policy-map type inspect policy-map-name

4. class {class-map-name | class-default}
5. inspect [parameter-map-name]
6. service-policy protocol-name policy-map-name

7. exit
8. class class-default
9. drop
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

レイヤ4検査タイプポリシーマップを作成し、QoS
ポリシーマップコンフィギュレーションモードを

開始します。

policy-map type inspect policy-map-name

例：

Device(config)# policy-map type inspect
sunrpc-l4-pmap

ステップ 3

アクションを実行する対象（クラス）を関連付け、

QoSポリシーマップクラスコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

class {class-map-name | class-default}

例：

Device(config-pmap)# class sunrpc-l4-cmap

ステップ 4

ステートフルパケットインスペクションをイネー

ブルにします。

inspect [parameter-map-name]

例：

ステップ 5

Device(config-pmap-c)# inspect

レイヤ 7ポリシーマップをトップレベルのレイヤ
4ポリシーマップにアタッチします。

service-policy protocol-name policy-map-name

例：

ステップ 6

Device(config-pmap-c)# service-policy sunrpc
sunrpc-l7-pmap

ファイアウォールと NATに対する Sun RPC ALGサポート
7

ファイアウォールと NATに対する Sun RPC ALGサポート

レイヤ 7ポリシーマップをレイヤ 4ポリシーマップにアタッチする



目的コマンドまたはアクション

QoSポリシーマップクラスコンフィギュレーショ
ンモードを終了し、QoSポリシーマップコンフィ
ギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-pmap-c)# exit

ステップ 7

ポリシーを設定する前にデフォルトクラス（一般

的にクラスデフォルトクラスと呼ばれます）を指

class class-default

例：

ステップ 8

定し、QoSポリシーマップクラスコンフィギュ
レーションモードを開始します。

Device(config-pmap)# class class-default

特定のクラスに属するパケットを廃棄するトラ

フィッククラスを設定します。

drop

例：

ステップ 9

Device(config-pmap-c)# drop

QoSポリシーマップクラスコンフィギュレーショ
ンモードを終了し、特権EXECモードに戻ります。

end

例：

ステップ 10

Device(config-pmap-c)# end

セキュリティゾーンとゾーンペアの作成、およびゾーンペアへのポリシーマップの付

加

ゾーンペアを作成するには、2つのセキュリティゾーンが必要です。ただし、1つのセキュリ
ティゾーンのみ作成でき、もう1つのセキュリティゾーンはシステム定義のセキュリティゾー
ンにすることができます。システム定義のセキュリティゾーンまたはセルフゾーンを作成する

には、selfキーワードを指定した zone-pair securityコマンドを設定します。

セルフゾーンを選択する場合、検査アクションは設定できません。（注）

このタスクの内容は以下のとおりです。

•セキュリティゾーンを作成します。

•ゾーンペアを定義します。

•セキュリティゾーンにインターフェイスを割り当てます。

•ポリシーマップをゾーンペアに付加します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. zone security {zone-name | default}
4. exit
5. zone security {zone-name | default}
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6. exit
7. zone-pair security zone-pair-name source source-zone-name destination destination-zone-name

8. service-policy type inspect policy-map-name

9. exit
10. interface type number

11. ip address ip-address mask [secondary [vrf vrf-name]]
12. zone-member security zone-name

13. exit
14. interface type number

15. ip address ip-address mask [secondary [vrf vrf-name]]
16. zone-member security zone-name

17. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

セキュリティゾーンを作成し、セキュリティゾー

ンコンフィギュレーションモードを開始します。

zone security {zone-name | default}

例：

ステップ 3

•設定では送信元ゾーンと宛先ゾーンという、
ゾーンペアを作成するための 2つのセキュリ
ティゾーンが必要です。

Device(config)# zone security z-client

•ゾーンペアでは、デフォルトゾーンまたはセ
ルフゾーンを送信元ゾーンまたは宛先ゾーン

として使用できます。

セキュリティゾーンコンフィギュレーションモー

ドを終了し、グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

Device(config-sec-zone)# exit

ステップ 4

セキュリティゾーンを作成し、セキュリティゾー

ンコンフィギュレーションモードを開始します。

zone security {zone-name | default}

例：

ステップ 5

•設定では送信元ゾーンと宛先ゾーンという、
ゾーンペアを作成するための 2つのセキュリ
ティゾーンが必要です。

Device(config)# zone security z-server
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目的コマンドまたはアクション

•ゾーンペアでは、デフォルトゾーンを送信元
ゾーンまたは宛先ゾーンとして使用できます。

セキュリティゾーンコンフィギュレーションモー

ドを終了し、グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

Device(config-sec-zone)# exit

ステップ 6

ゾーンペアを作成し、セキュリティゾーンペアコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

zone-pair security zone-pair-name source
source-zone-name destination destination-zone-name

例：

ステップ 7

Device(config)# zone-pair security clt2srv source
z-client destination z-server

ファイアウォールポリシーマップをゾーンペアに

付加します。

service-policy type inspect policy-map-name

例：

ステップ 8

Device(config-sec-zone-pair)# service-policy type
inspect sunrpc-l4-pmap

セキュリティゾーンペアコンフィギュレーション

モードを終了し、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-sec-zone-pair)# exit

ステップ 9

インターフェイスタイプを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 10

Device(config)# interface gigabitethernet 2/0/0

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレス
またはセカンダリ IPアドレスを設定します。

ip address ip-address mask [secondary [vrf
vrf-name]]

例：

ステップ 11

Device(config-if)# ip address 192.168.6.5
255.255.255.0

インターフェイスをセキュリティゾーンにアタッ

チします。

zone-member security zone-name

例：

ステップ 12

Device(config-if)# zone-member security z-client

インターフェイス設定モードを終了し、グローバル

設定モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 13

Device(config-if)# exit

インターフェイスタイプを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 14

Device(config)# interface gigabitethernet 2/1/1
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セキュリティゾーンとゾーンペアの作成、およびゾーンペアへのポリシーマップの付加



目的コマンドまたはアクション

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレス
またはセカンダリ IPアドレスを設定します。

ip address ip-address mask [secondary [vrf
vrf-name]]

例：

ステップ 15

Device(config-if)# ip address 192.168.6.1
255.255.255.0

インターフェイスをセキュリティゾーンにアタッ

チします。

zone-member security zone-name

例：

ステップ 16

Device(config-if)# zone-member security z-server

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 17

Device(config-if)# end

ファイアウォールと NATに対する Sun RPC ALGサポート
の設定例

例：ファイアウォールポリシー用のレイヤ 4クラスマップの設定
Device# configure terminal
Device(config)# class-map type inspect match-any sunrpc-l4-cmap
Device(config-cmap)# match protocol sunrpc
Device(config-cmap)# end

例：ファイアウォールポリシー用のレイヤ 7クラスマップの設定
Device# configure terminal
Device(config)# class-map type inspect sunrpc match-any sunrpc-l7-cmap
Device(config-cmap)# match program-number 100005
Device(config-cmap)# end

例：Sun RPCファイアウォールポリシーマップの設定
Device# configure terminal
Device(config)# policy-map type inspect sunrpc sunrpc-l7-pmap
Device(config-pmap)# class type inspect sunrpc sunrpc-l7-cmap
Device(config-pmap-c)# allow
Device(config-pmap-c)# end

ファイアウォールと NATに対する Sun RPC ALGサポート
11

ファイアウォールと NATに対する Sun RPC ALGサポート

ファイアウォールと NATに対する Sun RPC ALGサポートの設定例



例：レイヤ 4ポリシーマップへのレイヤ 7ポリシーマップのアタッチ
Device# configure terminal
Device(config)# policy-map type inspect sunrpcl4-pmap
Device(config-pmap)# class sunrpcl4-cmap
Device(config-pmap-c)# inspect
Device(config-pmap-c)# service-policy sunrpc sunrpc-l7-pmap
Device(config-pmap-c)# exit
Device(config-pmap)# class class-default
Device(config-pmap-c)# drop
Device(config-pmap-c)# end

例：セキュリティゾーンとゾーンペアの作成とゾーンペアへのポリ

シーマップのアタッチ

Device# configure terminal
Device(config)# zone security z-client
Device(config-sec-zone)# exit
Device(config)# zone security z-server
Device(config-sec-zone)# exit
Device(config)# zone-pair security clt2srv source z-client destination z-server
Device(config-sec-zone-pair)# service-policy type inspect sunrpc-l4-pmap
Device(config-sec-zone-pair)# exit
Device(config)# interface gigabitethernet 2/0/0
Device(config-if)# ip address 192.168.6.5 255.255.255.0
Device(config-if)# zone-member security z-client
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface gigabitethernet 2/1/1
Device(config-if)# ip address 192.168.6.1 255.255.255.0
Device(config-if)# zone-member security z-server
Device(config-if)# end

例：Sun RPC ALG用のファイアウォールの設定
Sunリモートプロシージャコール（RPC）アプリケーションレベルゲートウェイ（ALG）サ
ポート用のファイアウォール設定の例を以下に示します。

class-map type inspect sunrpc match-any sunrpc-l7-cmap
match program-number 100005
!
class-map type inspect match-any sunrpc-l4-cmap
match protocol sunrpc
!
!
policy-map type inspect sunrpc sunrpc-l7-pmap
class type inspect sunrpc sunrpc-l7-cmap
allow

!
!
policy-map type inspect sunrpc-l4-pmap
class type inspect sunrpc-l4-cmap
inspect
service-policy sunrpc sunrpc-l7-pmap

ファイアウォールと NATに対する Sun RPC ALGサポート
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!
class class-default
drop

!
!
zone security z-client
!
zone security z-server
!
zone-pair security clt2srv source z-client destination z-server
service-policy type inspect sunrpc-l4-pmap
!
interface GigabitEthernet 2/0/0
ip address 192.168.10.1 255.255.255.0
zone-member security z-client
!
interface GigabitEthernet 2/1/1
ip address 192.168.23.1 255.255.255.0
zone-member security z-server
!

ファイアウォールと NATに対する Sun RPC ALGサポート
に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『IP Addressing Services Command Reference』IPアドレッシングコマンド

•『Security Command Reference: Commands A to C』

•『Security Command Reference: Commands D to L』

•『Security Command Reference: Commands M to R』

•『Security Command Reference: Commands S to Z』

セキュリティコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『RPC: Remote Procedure Call Protocol Specification

Version 2』

RFC 1057
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ファイアウォールと NATに対する Sun RPC ALGサポートに関する追加情報

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipaddr/command/ipaddr-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/security/a1/sec-a1-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/security/d1/sec-d1-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/security/m1/sec-m1-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/security/s1/sec-s1-cr-book.html


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

ファイアウォールと NATに対する Sun RPC ALGサポート
に関する機能情報

表 1 :ファイアウォールと NATに対する Sun RPC ALGサポートに関する機能情報

機能情報リリース機能名

ファイアウォールと NATに対する Sun
RPC ALGサポート機能は、ファイア
ウォールと NATに Sun RPC ALGのサ
ポートを追加します。

次のコマンドが導入または変更されまし

た。match protocol。

Cisco IOSXEリリー
ス 3.2S
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http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


